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検索市場への参入を、検索市場への参入を、
点ではなく循環で設計する。点ではなく循環で設計する。

検索広告、SEO、コンテンツ、サイト基盤を別々の施策として積み上げるのではなく、市検索広告、SEO、コンテンツ、サイト基盤を別々の施策として積み上げるのではなく、市

場の反応が学習となり、学習が価値ある情報へ変わり、情報が検索資産として残る状態を場の反応が学習となり、学習が価値ある情報へ変わり、情報が検索資産として残る状態を

設計する。この白書は、AIネイティブCMSを含むStaticsの検索インフラストラクチャ思想設計する。この白書は、AIネイティブCMSを含むStaticsの検索インフラストラクチャ思想

を整理したものです。を整理したものです。

接点接点
検索広告で市場の反応検索広告で市場の反応

を得るを得る

学習学習
検索語句と問い合わせ検索語句と問い合わせ

の質を読むの質を読む

価値化価値化
判断に役立つコンテン判断に役立つコンテン

ツへ変えるツへ変える

資産化資産化
静的サイトとSEOで蓄静的サイトとSEOで蓄

積する積する

InfrastructureInfrastructure
静的基盤とAI Agent運用静的基盤とAI Agent運用
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Executive SummaryExecutive Summary

検索市場では、短期の集客と長期の資産形成を切り離すほど、意思決定の速度が落ちます。広告で検索市場では、短期の集客と長期の資産形成を切り離すほど、意思決定の速度が落ちます。広告で
得た検索語句、問い合わせの質、LP上の反応、検索順位や流入の変化は、ひとつの市場から返って得た検索語句、問い合わせの質、LP上の反応、検索順位や流入の変化は、ひとつの市場から返って
くる信号です。Staticsは、それらをAIネイティブCMSと静的サイト基盤でつなぎ、継続的に学びへくる信号です。Staticsは、それらをAIネイティブCMSと静的サイト基盤でつなぎ、継続的に学びへ
変換する仕組みとして設計します。変換する仕組みとして設計します。

1. 市場接点を早く作る1. 市場接点を早く作る

検索広告で見込み顧客との接点を作り、実際の検検索広告で見込み顧客との接点を作り、実際の検
索語句と反応から仮説を更新する。索語句と反応から仮説を更新する。

2. 学びを価値に変える2. 学びを価値に変える

広告・SEO・問い合わせの知見を、見込み顧客の広告・SEO・問い合わせの知見を、見込み顧客の
判断に役立つコンテンツへ変える。判断に役立つコンテンツへ変える。

3. 価値を資産化する3. 価値を資産化する

静的サイト、内部リンク、構造化された記事運用静的サイト、内部リンク、構造化された記事運用
で、検索され続ける状態を積み上げる。で、検索され続ける状態を積み上げる。

4. 改善を履歴化する4. 改善を履歴化する

AI Agentとの対話、Markdown、GitまたはローカルAI Agentとの対話、Markdown、Gitまたはローカル
履歴で、判断と更新を見直しやすく残す。履歴で、判断と更新を見直しやすく残す。

白書が扱う問い白書が扱う問い
検索広告とSEOを別々の施策ではなく、同じ検索市場の学習回路として扱うには何が必要か。検索広告とSEOを別々の施策ではなく、同じ検索市場の学習回路として扱うには何が必要か。

管理画面の操作ではなく、AI Agentとの対話を更新インターフェースにするには何を整えるべきか。管理画面の操作ではなく、AI Agentとの対話を更新インターフェースにするには何を整えるべきか。

静的サイトの速さ、AI Friendlyな構成、変更履歴を、検索市場で勝ち続ける基盤へどう接続するか。静的サイトの速さ、AI Friendlyな構成、変更履歴を、検索市場で勝ち続ける基盤へどう接続するか。



Statics White PaperStatics White Paper Operating PhilosophyOperating Philosophy

AdRegion Inc.AdRegion Inc. 0303

基本思想: 施策ではなく循環基本思想: 施策ではなく循環

多くのWeb施策は、広告、SEO、記事制作、サイト改善、レポートを個別の作業として管理します多くのWeb施策は、広告、SEO、記事制作、サイト改善、レポートを個別の作業として管理します
。しかし見込み顧客は、それらを分けて見ていません。検索し、広告や自然検索に触れ、ページを。しかし見込み顧客は、それらを分けて見ていません。検索し、広告や自然検索に触れ、ページを
読み、比較し、相談する。この一連の動きをひとつの循環として捉えることが、Staticsの出発点で読み、比較し、相談する。この一連の動きをひとつの循環として捉えることが、Staticsの出発点で
す。す。

接点接点
検索広告で市場の反応検索広告で市場の反応

を得るを得る

学習学習
検索語句と問い合わせ検索語句と問い合わせ

の質を読むの質を読む

価値化価値化
判断に役立つコンテン判断に役立つコンテン

ツへ変えるツへ変える

資産化資産化
静的サイトとSEOで蓄静的サイトとSEOで蓄

積する積する

InfrastructureInfrastructure
静的基盤とAI Agent運用静的基盤とAI Agent運用

分断された運用で起きること分断された運用で起きること
広告で得た検索語句が、記事の見直しやサービス広告で得た検索語句が、記事の見直しやサービス
ページ改善へ戻らない。ページ改善へ戻らない。

SEO記事が公開されても、問い合わせの質や営業SEO記事が公開されても、問い合わせの質や営業
現場の疑問と接続されない。現場の疑問と接続されない。

サイト改善が単発作業になり、なぜ変えたのか、サイト改善が単発作業になり、なぜ変えたのか、
次に何を見るのかが残らない。次に何を見るのかが残らない。

循環する運用で目指すこと循環する運用で目指すこと
市場から返ってきた反応を、次のコンテンツ、SE市場から返ってきた反応を、次のコンテンツ、SE
O、LP改善へ返す。O、LP改善へ返す。

見込み顧客の不安や疑問を、判断基準が伝わる情見込み顧客の不安や疑問を、判断基準が伝わる情
報として整理する。報として整理する。

変更の理由と成果を履歴化し、改善の再現性を高変更の理由と成果を履歴化し、改善の再現性を高
める。める。
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検索インフラストラクチャの設計検索インフラストラクチャの設計

Staticsの検索インフラストラクチャは、表側のサイト制作だけではありません。市場接点、記事、Staticsの検索インフラストラクチャは、表側のサイト制作だけではありません。市場接点、記事、
用語集、SEO、AI Agentによる更新プロセス、静的サイト基盤を、ひとつの運用単位として接続し用語集、SEO、AI Agentによる更新プロセス、静的サイト基盤を、ひとつの運用単位として接続し
ます。ます。

層層 役割役割 設計上の要点設計上の要点

Market LayerMarket Layer 検索広告、検索語句、問い合わせから市場の検索広告、検索語句、問い合わせから市場の
反応を得る。反応を得る。

短期成果だけでなく、仮説と学習の入口とし短期成果だけでなく、仮説と学習の入口とし
て扱う。て扱う。

Content LayerContent Layer 顧客の疑問、不安、比較軸を記事や用語集へ顧客の疑問、不安、比較軸を記事や用語集へ
変換する。変換する。

AI量産ではなく、施策を選びやすくなる価値をAI量産ではなく、施策を選びやすくなる価値を
中心にする。中心にする。

SEO LayerSEO Layer 内部リンク、タイトル、構造化、更新で検索内部リンク、タイトル、構造化、更新で検索
資産を育てる。資産を育てる。

検索エンジンと読み手の両方に伝わる構造を検索エンジンと読み手の両方に伝わる構造を
保つ。保つ。

Infrastructure LayerInfrastructure Layer Markdown、PHP Router、AI Friendly、Version Markdown、PHP Router、AI Friendly、Version 
Controlを支える。Controlを支える。

原型構成を起点に、事業ごとの派生構成とし原型構成を起点に、事業ごとの派生構成とし
て育てる。て育てる。

設計原則設計原則
広告の即効性を、SEOとコンテンツの長期資産へ接続する。広告の即効性を、SEOとコンテンツの長期資産へ接続する。

コンテンツは公開本数ではなく、見込み顧客が施策を選びやすくなるかで評価する。コンテンツは公開本数ではなく、見込み顧客が施策を選びやすくなるかで評価する。

AI Agentは記事を増やすためだけでなく、情報整理、構造化、レビュー、履歴管理を担う。AI Agentは記事を増やすためだけでなく、情報整理、構造化、レビュー、履歴管理を担う。

静的サイトの速度、AI Friendlyな参照設計、履歴管理を、検索体験と運用体験の両方に効かせる。静的サイトの速度、AI Friendlyな参照設計、履歴管理を、検索体験と運用体験の両方に効かせる。
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AIネイティブCMSの運用思想AIネイティブCMSの運用思想

Statics CMSには、従来型のダッシュボードや管理画面はありません。AI Agentへ意図を伝え、記事Statics CMSには、従来型のダッシュボードや管理画面はありません。AI Agentへ意図を伝え、記事
、メタ情報、内部リンク、Schema.org、サイトマップ、公開までを構造化して進めます。この流れ、メタ情報、内部リンク、Schema.org、サイトマップ、公開までを構造化して進めます。この流れ
を人が確認できる形で残すことで、AI活用は量産ではなく運用品質の向上につながります。を人が確認できる形で残すことで、AI活用は量産ではなく運用品質の向上につながります。

1. Prompt1. Prompt

検索市場で伝えたいこと、顧客の疑問、改善した検索市場で伝えたいこと、顧客の疑問、改善した
いページを言語化する。いページを言語化する。

2. Structure2. Structure

記事、メタ情報、Schema.org、内部リンク、OGP記事、メタ情報、Schema.org、内部リンク、OGP
を整理する。を整理する。

3. Version3. Version

Gitまたはローカル履歴で変更理由、差分、レビュGitまたはローカル履歴で変更理由、差分、レビュ
ーの痕跡を残す。ーの痕跡を残す。

4. Deploy4. Deploy

静的サイトとして高速に公開し、検索エンジンへ静的サイトとして高速に公開し、検索エンジンへ
更新を伝える。更新を伝える。

AI活用の境界線AI活用の境界線
管理画面の代替ではなく、AI Agentが迷わず更新できる構成として設計する。管理画面の代替ではなく、AI Agentが迷わず更新できる構成として設計する。

トークン消費そのものを売りにせず、必要な文脈へ短く到達できる更新品質の設計として扱う。トークン消費そのものを売りにせず、必要な文脈へ短く到達できる更新品質の設計として扱う。

公開前に人が確認し、表現、事実、リンク、導線、検索意図との接続をレビューする。公開前に人が確認し、表現、事実、リンク、導線、検索意図との接続をレビューする。
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評価指標とガバナンス評価指標とガバナンス

検索市場の運用では、広告成果、SEO成果、記事本数を別々に追うだけでは不十分です。Staticsで検索市場の運用では、広告成果、SEO成果、記事本数を別々に追うだけでは不十分です。Staticsで
は、接点、学習、価値化、資産化の各段階で、次の意思決定に使える指標を置き、Knowledge記事は、接点、学習、価値化、資産化の各段階で、次の意思決定に使える指標を置き、Knowledge記事
や用語集の更新にも戻します。や用語集の更新にも戻します。

段階段階 見るもの見るもの 判断すること判断すること

接点接点 表示、クリック、検索語句、費用、問い合わせ表示、クリック、検索語句、費用、問い合わせ 市場に届いているか。無駄な接点が増えていな市場に届いているか。無駄な接点が増えていな
いか。いか。

学習学習 検索語句の傾向、LP反応、問い合わせ内容検索語句の傾向、LP反応、問い合わせ内容 顧客は何に迷い、どの情報を求めているか。顧客は何に迷い、どの情報を求めているか。

価値化価値化 記事の読了、内部リンク、再訪、相談前の理解記事の読了、内部リンク、再訪、相談前の理解 公開した情報が意思決定を助けているか。公開した情報が意思決定を助けているか。

資産化資産化 自然検索流入、掲載順位、更新頻度、古い記事自然検索流入、掲載順位、更新頻度、古い記事
の改善の改善

時間が経っても価値が残り、改善されているか時間が経っても価値が残り、改善されているか
。。

運用上のガードレール運用上のガードレール
AIが生成した文章をそのまま公開せず、顧客視点、事実、言い切りの強さを確認する。AIが生成した文章をそのまま公開せず、顧客視点、事実、言い切りの強さを確認する。

改善履歴を残し、成果が出た変更も出なかった変更も次の判断材料にする。改善履歴を残し、成果が出た変更も出なかった変更も次の判断材料にする。

古い記事や用語は放置せず、検索市場やサービス内容の変化に合わせて更新する。古い記事や用語は放置せず、検索市場やサービス内容の変化に合わせて更新する。
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導入方法と運用ロードマップ導入方法と運用ロードマップ

Staticsの導入は、固定されたCMSパッケージをそのまま入れる考え方ではありません。原型となるStaticsの導入は、固定されたCMSパッケージをそのまま入れる考え方ではありません。原型となる
構成を起点に、事業、運用体制、検索市場で必要な改善に合わせて、派生構成として育てます。構成を起点に、事業、運用体制、検索市場で必要な改善に合わせて、派生構成として育てます。

BuildBuild

原型を構築する原型を構築する
Statics原型構成をもとに、ペStatics原型構成をもとに、ペ
ージ、記事、計測、公開基盤ージ、記事、計測、公開基盤
を整える。を整える。

OperateOperate

検索市場を回す検索市場を回す
Search Market Consultingで広Search Market Consultingで広
告、SEO、記事、営業接点の告、SEO、記事、営業接点の
学びを循環させる。学びを循環させる。

ChooseChoose

運用形態を選ぶ運用形態を選ぶ
Managedは継続支援内で保守Managedは継続支援内で保守
。Self Hostedは保守なし・デ。Self Hostedは保守なし・デ
ータ納品で扱う。ータ納品で扱う。

導入後に残るもの導入後に残るもの
検索市場への接点と、そこから得た学習の記録。検索市場への接点と、そこから得た学習の記録。

見込み顧客が相談前に判断しやすくなる記事、ページ、用語集。見込み顧客が相談前に判断しやすくなる記事、ページ、用語集。

AI Agentと人が継続的に改善できる、静的で扱いやすいAIネイティブCMS基盤。AI Agentと人が継続的に改善できる、静的で扱いやすいAIネイティブCMS基盤。
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結論結論

検索市場で勝ち続けるために必要なのは、単発の広告運用でも、記事の大量公開でも、見検索市場で勝ち続けるために必要なのは、単発の広告運用でも、記事の大量公開でも、見

た目だけのサイト刷新でもありません。見込み顧客との接点を作り、市場から学び、そのた目だけのサイト刷新でもありません。見込み顧客との接点を作り、市場から学び、その

学びを価値ある情報へ変え、検索され続ける資産として残すことです。学びを価値ある情報へ変え、検索され続ける資産として残すことです。

Staticsは、この循環を支えるために、検索広告、SEO、コンテンツ、用語集、静的サイトStaticsは、この循環を支えるために、検索広告、SEO、コンテンツ、用語集、静的サイト

、AIネイティブCMSをひとつの検索インフラストラクチャとして設計します。変化の速い、AIネイティブCMSをひとつの検索インフラストラクチャとして設計します。変化の速い

市場に対して小さく早く動き、判断の理由を残し、原型構成を事業ごとの派生構成へ育て市場に対して小さく早く動き、判断の理由を残し、原型構成を事業ごとの派生構成へ育て

る。その運用思想が、検索市場への参入を一過性の施策ではなく、事業の資産へ変えている。その運用思想が、検索市場への参入を一過性の施策ではなく、事業の資産へ変えてい

きます。きます。

Next StepNext Step

検索広告、SEO、記事運用、AIネイティブCMS、静的サイト基盤を見直す場合は、現在の検索検索広告、SEO、記事運用、AIネイティブCMS、静的サイト基盤を見直す場合は、現在の検索
接点、記事、ページ、問い合わせ導線、運用体制を棚卸しします。接点、記事、ページ、問い合わせ導線、運用体制を棚卸しします。
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